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企

業

誘

致

委
員　

市
の
税
収
に
大
き
く
寄
与
す
る

優
良
企
業
を
誘
致
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
は
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
努
力
を
し
て
き
た
の
か
。

総
務
部
長　

地
域
産
業
の
発
展
は
、
雇

用
の
場
の
拡
大
と
と
も
に
、
税
収
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
活
力
と
魅
力
の

源
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
要
素
で
あ
る
。
基
地
跡
地
の
利
用

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
よ

う
な
視
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
こ
で
、
同
跡
地
へ
の
企
業
の
進
出

希
望
を
調
査
し
た
結
果
、
数
社
か
ら
魅

力
の
あ
る
提
案
も
交
え
た
進
出
の
希
望

が
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
を
精
査
し
、
議

会
へ
提
案
し
た
後
、
国
等
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

委
員　

学
校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
市
立
小
中

学
校
33
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
維
持
及
び
管
理
を
実
施
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
具
体
的

な
内
容
は
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

授
業
の
中
で
、
子
供
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
教
育
し
て
い

る
か
。

総
務
課
長
補
佐　

同
事
業
費
の
内

容
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
の
回
線
使
用

料
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
、
保
守
契
約

等
の
費
用
で
あ
る
。

統
括
指
導
主
事　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
有
害
情
報
等
に

は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て

十
分
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
情

報
モ
ラ
ル
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

委
員　

平
成
18
年

度
、
保
育
所
と
介

護
予
防
推
進
セ
ン

タ
ー
の
複
合
施
設

で
あ
る
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
が
開
設

さ
れ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、

全
国
的

に
も
初
め
て
の
施
設
と

聞
く
。

　

そ
こ
で
、
18
年
度
の

同
セ
ン
タ
ー
の
実
績
を

聞
き
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
担
当
主
幹　

介
護
予

防
健
診
は
、
１
８
０
０

人
の
予
定
が
７
８
９
人

で
あ
っ
た
。
各
介
護
予

防
教
室
は
、
１
０
９
５

人
に
対
し
５
１
８
人
、

い
き
い
き
ハ
ウ
ス
は
、

２
２
５
人
に
対
し
26
人
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。

　

19
年
度
で
は
、
介
護
予
防
健
診

を
毎
月
実
施
し
、
節
目
通
知
を
65

歳
と
75
歳
の
２
段
階
に
拡
大
し
て

行
っ
て
お
り
、
既
に
18
年
度
の
実

績
を
超
え
る
利
用
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

委
員　

小
中
学
校
の
健
康
検
査
で
、

児
童
・
生
徒
た
ち
の
健
康
に
、
ど

の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
検
査
結
果
か
ら
、

精
密
検
査
が
必
要
と
な
る
も
の
は
、

ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

学
務
保
健
課
長　

検
査
結
果
の
傾

向
と
し
て
は
、
こ
こ
数
年
、
鼻
炎
、

眼
炎
、
皮
膚
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
学
生
に
は
、
０
・
３
未

満
の
視
力
低
下
の
傾
向
、
小
中
学

生
と
も
に
、
徐
々
に
だ
が
難
聴
の

傾
向
も
表
れ
て
い
る
。

　

精
密
検
査
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
は
、
腎
臓
病
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
の
検
査
結
果
か
ら
、
精
密

検
査
の
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
、
医
療
機
関
等
で
の
受
診
を

勧
め
て
い
る
。

平成18年度各会計別歳入歳出決算の状況

区　　　　分 最終予算額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）

一　般　会　計 785億  297万7千円 785億8422万4千円 100.1 755億1718万6千円 96.2

特
　

別
　

会
　

計

国民健康保険 200億1698万1千円 188億9847万7千円 94.4 188億2661万2千円 94.1

老人保健医療 140億1984万9千円 134億1840万7千円 95.7 131億8345万5千円 94.0

介 護 保 険 93億9957万4千円 91億9610万1千円 97.8 88億9726万円 　  94.7

競 走 事 業 815億9129万4千円 821億  100万2千円 100.6 815億6863万4千円 99.9

公 共 用 地 11億1752万1千円 11億5122万1千円 103.0    10億8900万8千円 97.4

下 水 道 事 業 43億7434万5千円 43億7261万1千円 99.9 42億8484万3千円 98.0

受託水道事業 14億4110万円 　 13億8276万5千円 96.0 13億8276万5千円 96.0

火災共済事業 993万3千円 368万5千円 37.1 246万2千円 24.8

学
校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
費

　

そ

の

内

容

は

小
中
学
生
の
健
康
検
査

　

ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か

介護予防推進センター

　 そ の 実 績 は

文

化

芸

術

振

興

委
員　

本
市
で
は
、
文
化
振
興
計
画
の

策
定
に
向
け
、
文
化
振
興
計
画
策
定
協

議
会
を
設
置
し
、
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、
現
在
の
審
議
内
容
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
民
に
よ
る
文
化
芸
術
振
興

の
取
組
を
推
進
し
、
更
に
庁
内
で
横
断

的
に
取
り
組
む
た
め
、
文
化
芸
術
振
興

条
例
策
定
の
考
え
は
。

生
活
文
化
部
長　

同
協
議
会
は
、
平
成

19
年
２
月
に
発
足
し
、
既
に
８
回
の
会

議
を
開
催
し
て
い
る
。
審
議
内
容
は
、

歴
史
と
自
然
、
芸
術
と
市
民
を
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
に
今
後
の
文
化
施
設
の
あ
り

方
等
、
活
発
な
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、
同
協
議
会
で
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
制
定
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

国

民

健

康

保

険

税

委
員　

国
民
健
康
保
険
︵
国
保
︶
税
に

お
い
て
は
、
市
に
よ
る
改
定
や
国
の
税

制
改
正
が
行
わ
れ
、
市
民
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
額
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
市
民
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
税
制
改
正
の
影
響
分
に
つ
い
て

は
、
国
保
税
を
見
直
し
、
下
げ
る
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

生
活
文
化
部
長　

国
保
税
の
改
定
に
よ

る
増
収
は
、
４
億
５
１
０
０
万
円
、
税

制
改
正
に
よ
る
増
収
は
、
７
７
０
０
万

円
で
あ
る
。

　

国
保
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
制

度
の
動
向
や
医
療
費
及
び
国
、
都
の
負

担
金
等
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源

委
員　

平
成
18
年
度
決
算
で
の
、
自
主

財
源
と
依
存
財
源
の
比
率
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す

い
自
主
財
源
と
交
付
金
を
中
心
と
す
る

依
存
財
源
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

財
務
部
長　

一
般
会
計
決
算
に
お
け
る

比
率
は
、
自
主
財
源
71
％
、
依
存
財
源

29
％
で
あ
る
。

　

自
主
財
源
は
、
政
府
が
今
後
も
持
続

的
な
経
済
成
長
が
実
現
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
状
況
が
し

ば
ら
く
続
く
と
考
え
る
。
依
存
財
源
に

つ
い
て
も
同
様
の
考
え
で
あ
る
が
、
景

気
や
制
度
改
正
等
の
動
向
に
注
視
し
つ

つ
、
慎
重
に
見
通
し
て
い
き
た
い
。

平成18年度一般会計決算款
かん

（科目）別内訳

委
員　

市
と
市
民

と
の
協
働
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成

18
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
市
民
提
案
型

市
民
活
動
支
援
事

業
の
１
事
業
へ
の

補
助
額
の
上
限
が

25
万
円
と
聞
く
。

限
度
額
が
増
え
れ

ば
、
も
っ
と
大
き
い
事
業
も
協
働

の
枠
組
み
の
中
で
進
め
ら
れ
る
と

思
う
が
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

ま
た
、
対
象
事
業
の
報
告
会
等

を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
活
動
支
援
課
長　

限
度
額
の

増
額
も
検
討
し
た
が
、
な
る
べ
く

幅
広
い
団
体
へ
補
助
が
で
き
る
よ

う
に
と
い
う
考
え
か
ら
、
限
度
額

を
据
え
置
い
た
状
況
で
あ
る
。

　

報
告
会
等
は
、
年
３
回
実
施
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
協
働
推
進
懇
談
会
の
中
の
１

回
を
使
い
実
施
し
て
い
る
。

委
員　

本
市
の
ご
み
処
理
に
つ
い

て
は
、
多
摩
川
衛
生
組
合
へ
全
域

加
入
し
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
組
合
に
あ
る
焼
却
炉
の
耐
用

年
数
は
20
年
程
度
と
聞
く
が
、
耐

用
年
数
が
終
わ
っ
た
後
の
建
替
え

予
定
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

副
市
長　

同
組
合
で
は
、
焼
却
炉

が
３
炉
あ
り
、
１
炉
は
予
備
と
し

て
、
残
り
２
炉
で
の
運
転
を
行
う

な
ど
、
出
来
る
限
り
、
延
命
を
図

っ
て
い
る
。

　

建
替
え
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

単
独
で
焼
却
炉
を
つ
く
る
こ
と
は

大
変
難
し
い
の
で
、
今
後
も
、
同

組
合
を
構
成
す
る
４
市
と
と
も
に
、

安
定
的
に
処
理
区
域
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
、
組
合
方
式
で
行
っ
て
い

き
た
い
。

多
摩
川
衛
生
組
合

　

焼
却
炉
の
建
替
え
予
定
は

市民提案型市民活動支援事業

　 補 助 額 拡 大 の 考 え は

国

民

保

護

計

画

委
員　

市
は
、
国
民
保
護
計
画
の
策
定

に
向
け
、
平
成
18
年
に
国
民
保
護
協
議

会
を
開
催
し
、
協
議
し
て
き
た
。

　

同
計
画
で
は
、
本
市
の
地
理
的
特
性

と
し
て
航
空
自
衛
隊
や
米
軍
の
通
信
施

設
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
特
性
を
踏
ま
え
、
協

議
会
で
は
、
市
民
を
守
る
た
め
の
対
策

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
議

論
を
し
、
同
計
画
へ
盛
り
込
ん
だ
の
か

聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

同
協
議
会
に
お
い
て

は
、
航
空
自
衛
隊
や
米
軍
の
通
信
施
設

の
存
在
に
対
し
て
、
同
計
画
の
中
に
個

別
の
対
応
を
す
る
必
要
は
な
い
と
の
意

見
が
あ
っ
た
の
で
、
特
に
記
載
を
し
て

い
な
い
。

歳入  785億8422万4千円 歳出  755億1718万6千円

諸
収 入 38億4767万2千円（

4.9％
）

都 支 出金 59億9275万7千円（
7.6％

）

国庫支出金 80億9869万2千円（
10.3％

）

そ
の 他 145億3028万円 （18.5

％） そ
の 他 68億9713万4千円（

9.1％
）

公
債 費 50億5476万5千円（

6.7％
）

衛
生 費

62億5585万2千円（8
.3％）

土
木 費

68億4801万円 （9.1％
）

総
務 費 91億2016万5千円（

12.1％
）

教
育 費 99億　5万3千円（

13.1％
）

民
生 費 314億4120万7千円（4

1.6％
）

市　　　税 461億1482万3千円（
58.7％

）

　　▲いきいきプラザ　　


